
ク

リ
ン
グ

ミ
キ
サ


奈
良
工
場
に
導
入
量
産
へ

　
　
　

抗
ウ
イ
ル
ス
樹
脂
を
開
発

流
動
浸
漬
用

建
材
医
療
器
具
な
ど
多
分
野
で
拡
販

樹脂被覆鋼管製造の「流浸工業」
奈
良
工
場
に
導
入
し
た
ク

リ
ン
グ
ミ
キ
サ

㊤
と


流
動
浸
漬
用
抗
ウ
イ
ル
ス
性
樹
脂
パ
ウ
ダ


　
各
種
プ
ラ
ス
チ

ク
コ

テ

ン
グ
鋼
管
や
建
築
部
材
の
製
造

販
売
を
行
う
流
浸
工
業
︵
本
社
・
大
阪
府
堺
市
美
原
区

社
長
・

大
久
保
秀
俊
氏
︶
は

抗
ウ
イ
ル
ス
性
能
を
持
つ
コ

テ

ン
グ

用
樹
脂
の
開
発
に
成
功
し
た

配
管
部
材
や
建
材

医
療
器
具
な

ど
多
分
野
で
拡
販
を
図
る

合
わ
せ
て

今
後
の
需
要
拡
大
と
量

産
体
制
の
た
め
奈
良
工
場
︵
奈
良
県
奈
良
市
藺
生
町
︶
に
ク

リ

ン
グ
ミ
キ
サ

を
導
入
し
た


　
同
社
で
は
加
熱
し
た
金

属
を
パ
ウ
ダ

の
入

た

流
動
槽
に
浸
漬
し
て
塗
膜

加
工
を
行
う
﹁
流
動
浸
漬

法
﹂
と
い
う
コ

テ

ン

グ
方
法
を
手
掛
け
る

ま

た

市
販
の
流
動
浸
漬
用

パ
ウ
ダ

や
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
の
塩
ビ
樹
脂
︵
Ｐ
Ｖ

Ｃ
樹
脂
︶
な
ど
に
顧
客
の

要
望
に
応
じ
た
発
泡
剤
や

抗
菌
剤
を
添
加
し
た
樹
脂

開
発
も
行

て
い
る


　
今
回

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
を

持

た
樹
脂
の
要
請
が
あ

り

開
発
に
着
手

先
月

に
抗
ウ
イ
ル
ス
性
試
験

︵
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
１
７
０
２
︶

で
性
能
基
準
値
を
ク
リ
ア

し
た
配
管
部
材
の
ほ
か


ド
ア
ハ
ン
ド
ル
や
手
す

り

荷
物
用
カ

ト

福

祉
・
医
療
用
具
向
け
な
ど

抗
ウ
イ
ル
ス
の
ニ

ズ
が

見
込
ま
れ
る
分
野
で
拡
販

を
図
る


　
﹁
ク

リ
ン
グ
ミ
キ
サ


﹂
は

樹
脂
の
パ
ウ
ダ


粉
砕
時
に
生
じ
る
温
度

上
昇
を
冷
却
す
る
装
置


流
動
浸
漬
用
の
塩
ビ
樹
脂

を
作
る
際

最
初
に
ル


ダ

︵
シ
リ
ン
ダ

と
ス

ク
リ


で
構
成
す
る
加

工
機
︶
で
塩
ビ
樹
脂
を
混

錬
し
て
直
径
２
・
５

×

長
さ
２

の
ペ
レ

ト

︵
造
粒
︶
を
作
る

そ
の

ペ
レ

ト
を
液
体
窒
素
で

塩
ビ
の
低
温
脆
性
︵
温
度

低
下
で
も
ろ
く
な
る
性

質
︶
以
下
に
温
度
を
下
げ

て
粒
度
分
布
が
流
動
浸
漬

に
合
う
よ
う
に
加
工

次

に
ヘ
ン
シ

ル
ミ
キ
サ


︵
粉
砕
機
︶
で
パ
ウ
ダ


状
に
粉
砕
す
る
時
に
生
じ

る
エ

ヂ
︵
出

張
り
︶

部
を
処
理
す
る
が

そ
の

時
の
樹
脂
温
度
上
昇
を
ク


リ
ン
グ
ミ
キ
サ

で
抑

え
る

流
浸
工
業
で
は


今
後
も
抗
ウ
イ
ル
ス
性
製

品
の
需
要
拡
大
を
見
込
ん

で
い
る

量
産
体
制
で
拡

販
を
図
る
と
と
も
に

引

き
続
き
改
良
を
重
ね
な
が

ら
顧
客
の
ニ

ズ
に
あ


た
新
し
い
コ

テ

ン
グ

用
の
樹
脂
開
発
に
も
注
力

し
て
い
く
方
針
だ

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